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第１８回八代地域審議会発言要旨 

委 員 事 務 局 

八代市議会に関する市民への意見聴取について（資料 2-1、2-2、2-3 ） 

他自治体の議員数については数字だけ調べたのか。それとも、その

人員で議会運営が十分できるのかどうかまで調べたのか。 

削減についての具体的な経緯及び、議会の運営状況までは調べてい

ない。 

八代市の議員一人当たりの有権者数３，２５６人よりも少なくなる

校区はあるのか。 

正確な人口はわからないが、泉・東陽校区は３，２５６人より少な

いのではないか。 

議員定数を削減しなければならないのは、財源が確保できないこと

が理由か。 

財政的に余裕がないことも考慮して検討されているが、財政面だけ

を優先して議員数を減らしては、地域の代表を議会に選出できないと

いう意見もある。 

今回地域審議会委員の意見を伺い、それを踏まえてこれからの議員

定数について検討する。 

財政が厳しいから議員定数を減らそうという考えでいいのか。 

 

財政が厳しいということも要因の一つ。 

他の要因としては、他市で議員定数が削減される中、八代市は上限

定数のままでいいのかという議論があっている。 

人口が減っているのに定数はそのままでいいのか、ということも話

の発端になっているということか。 

そういった意見も出ている。 

 

財政難ということであれば、人数を減らすよりは報酬を減らすこと

は考えられないか。 

現在、報酬についても含めて議論されている。 

校区によっては議員がいないところもある。校区のばらつきをなく

すような選出ができれば市民も安心できると思う。 

報酬だけではなく、八代を愛する気持ちでやっていただきたい。 議員３４名、個々の校区だけでなく八代市全体を考えて議論をされ

ている。 
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委 員 事 務 局 

なぜ、議会で定数を決めることができず、今回、市民の意見を聞く

ことになったのか。 

議員定数については、市民の率直な意見を聞いた上で、最終的には

議会改革特別委員会で結論を出す。 

面積、人口、地域性の事情で削減できないという意見もあるようだ

が、「面積」とはどういった考えか。 

面積が広くなるから削減をしないということではなく、色々な方面

から検討するということ。減らすのかどうかもまだ決まってはいない。 

議員一人当たりの人口や面積の比率について、議員の考えを聞きた

い。 

（村上議員）議会改革特別委員会でも減らすのか、減らさないのか

様々な意見が出ている。意見を聞きながら委員会で決定していきたい。 

住民自治の進捗状況について（資料 5） 

八代市住民自治推進団体連絡会議と地域審議会とは関係があるの

か。 

地域審議会に下部組織を設け、意見を伺った上で、平成１９年９月

に基本指針を策定した。それを基に「住民自治によるまちづくり行動

計画」を策定したが、その際も地域審議会に諮ってきた。 

現在、行動計画に沿って色々な施策に取り組んでいるが、今後もそ

のあり方や進め方について地域審議会の意見を伺っていきたい。 

すでに地域審議会の意見は、ある程度反映されていると思う。今後

は報告だけでいいのではないか。 

これから先行地域を通じて色々な課題が出てきたときには、地域審

議会に諮りながら進めていきたい。 

自分が所属する校区に自分がどうかかわって行くかの認識だけでい

いのではないか。ここで意見を出すということは難しいと思う。 

適宜判断し、場合によっては報告や提案をしていきたい。 

基本的には「八代市住民自治推進団体連絡会議会」に相談しながら

進めるということか。 

基本的にはそうなる。 

であれば、地域審議会では報告だけになってくるということではな

いか。 

 

その他 

各地域で議題も違うので、他の審議会でどのような話をされている

か知りたい。 

次回から他地域の審議内容について報告できるよう検討する。 

 


